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・新外科病棟 8月運用開始へ 

・乳腺外科 新任教授挨拶 

・『いい病院 2007』で本院が上位にランク 

・キャンサーボード 

・総合支援相談係を設置 

・緩和ケアチーム 

・口腔外科 歯科インプラント手術について 

・人命救助の本院看護師、JR東日本から感謝状 

・採血ガイドラインを発行 

・各種講演会 ・本学医学生クリニカルクラークシップ 

■
乳
腺
外
科 

新
任
教
授
の
ご
挨
拶 

    

こ
の
度
、
乳
腺
科
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
井
本

滋
で
す
。
乳
癌
は
現
在
も
増
え
続
け
て
い
る
女
性
の
悪
性

腫
瘍
の
一
つ
で
す
。
以
前
は
手
術
が
治
療
の
主
体
で
し
た

が
、
今
は
個
々
の
病
状
に
応
じ
て
手
術
、
く
す
り
、
放
射

線
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
治
療
す
る
時
代
で
す
。 

私
の
夢
は
、
大
切
な
乳
房
に
メ
ス
を
入
れ
ず
に
完
治 

で
き
る
治
療
法
の
開
発
で
す
。
患
者
様
と
家
族
の
皆
様 

と
共
に
考
え
る
医
療
を
実
践 

■
新
外
科
病
棟
８
月
運
用
開
始
へ 

 
 

   

現
在
の
日
本
は
、
負
担
可
能
な
医
療
費
に
限
度
が
あ
る
中

で
、
医
療
の
需
要
が
増
大
す
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
杏
林
大
学
病
院
は
東
京
西
部
・
多

摩
地
区
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
に
、
高

度
で
、
質
の
高
い
、
安
全
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
提

供
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

   

本
年
８
月
1
日
よ
り
新
外
科
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

そ
の
基
本
目
的
は
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
質
の
高
い
、
よ
り

安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。 

 

新
外
科
病
棟
に
は
外
科
系
各
科
（
消
化
器
・
一
般
外
科
、
呼

吸
器
・
甲
状
腺
外
科
、
乳
腺
外
科
、
泌
尿
器
科
、
脳
外
科
、
形

成
外
科
・
美
容
外
科
、
整
形
外
科
、
救
急
医
学
、
麻
酔
科
）
が

入
り
ま
す
。 

新
外
科
病
棟
と
中
央
手
術
室
の
連
絡
は
ス
ム
ー
ス
に
行
え

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
手
術
後
に
は
１
階
の

ICU
で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
術
後
管
理
を
集
中
的
に
行
い
、
安
全
性

と
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。 

ICU
病
室
は
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
全
て
個
室

に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
室
に
は
、
治
療
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
シ
ー
リ
ン
グ
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
設
置
し
、
早
期
離
床
用
の
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
ベ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

 
 

２
階
か
ら
７
階
の
病
棟
は
、
各
室
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
央
に
配
置
し
て
い
ま
す
。 

窓
か
ら
緑
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
病
室
は
、
従
来
よ
り
面

積
が
広
く
、
部
屋
毎
に
ト
イ
レ
・
洗
面
室
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
設
備
・
蓄
尿
装
置
等
の
設
備
を
整
え
、
利
便
性
・
快

適
性
を
追
求
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
急
性
期
患
者
の
治
療

も
一
層
安
全
に
行
え
る
も
の
と
な
り
ま
す
。 

各
階
に
は
患
者
様
と
ご
家
族
が
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
し
て

ラ
ウ
ン
ジ
と
デ
イ
ル
ー
ム
を
設
け
ま
し
た
。
最
上
階
の
８
階
25

床
は
全
て
個
室
で
、
屋
上
庭
園
越
し
の
眺
望
も
良
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

地
下
１
階
は
病
院
全
体
の
入
院
食
を
ま
か
な
う
厨
房
施
設

で
す
。
①
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
優
れ
た
衛
生
管
理
、
②
オ
ー

ル
電
化
の
厨
房
設
備
、
③
ク
ッ
ク
チ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

設
備
や
シ
ス
テ
ム
を
整
え
ま
し
た
の
で
、
全
病
棟
の
患
者
様
に

よ
り
安
全
で
よ
り
良
質
な
食
事
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

ま
た
、
新
外
科
病
棟
は
多
く
の
杏
林
大
学
病
院
の
建
物
と
同

様
大
き
な
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
免
震
構
造
と
し
て
、
安
全
な
医

療
を
継
続
し
て
提
供
で
き
る
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

2007
年
４
月 

病
院
長 

東
原 

英
二 

8F 病棟:25床、全室個室

7F 外科系病棟 

6F 外科系病棟 

5F 外科系病棟 

4F 外科系病棟 

3F 外科系病棟 

2F 外科系病棟 

1F ICU：28床、全室個室

B1F 厨房施設 

B2F 機械室 

免震層 

 

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
と
連
携
し
な
が
ら
臨
床
、
教

育
、
研
究
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

■
『
手
術
数
で
わ
か
る
い
い
病
院
‘０７
』 

６
疾
患
の
治
療
で
本
院
が
上
位
に
ラ
ン
ク 

朝
日
新
聞
社
は
全
国
約
２
千
の
医
療
機
関
を
対
象
に
、 

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
疾
患
、
目
の
病
気
、
整
形
外
科
の
治
療

に
つ
い
て
手
術
数
や
そ
の
内
訳
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
か
ら

手
術
数
の
多
い
順
に
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

本
院
は
網
膜
硝
子
体
手
術
等
（
全
国
４
位
）
、
脳
腫
瘍
手
術

（
同
15
位
）
、
脳
動
脈
瘤
開
頭
術
（
地
方
別
28
位
）
、
乳
が
ん

手
術
（
同
29
位
）
、
肺
が
ん
手
術
（
同
20
位
）
、
前
立
腺
が
ん

手
術
（
同
17
位
）
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。 



                              

                              

                              

■
本
学
医
学
生
が
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ 

 

■
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
で
講
演
会 

■
人
命
救
助
の
本
院
看
護
師
、 

JR
東
日
本
か
ら
感
謝
状 

■
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド 

     
進
行
・
再
発
が
ん
症
例
は
複
雑
な 

病
態
を
有
し
て
お
り
、
多
臓
器
に

わ
た
る
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来

は
が
ん
が
発
生
し
た
臓
器
を
専
門

と
す
る
臨
床
科
が
主
治
医
と
な

り
、
病
態
の
関
連
す
る
臨
床
科
に

個
別
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
対
応
を
決
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
は
最
終
的
な
治
療
方

針
の
決
定
ま
で
に
長
時
間
を
要

し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
も
非
効
率
的

で
し
た
。 

 

そ
こ
で
本
院
で
は
、
患
者
様
が
標 

準
化
さ
れ
か
つ
高
水
準
の
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
昨
年
10
月

よ
り
下
図
組
織
（
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ

ー
ド
）
を
作
り
、
関
連
す
る
臨
床

科
の
医
師
が
一
同
に
会
し
て
問
題

症
例
の
検
討
を
行
い
、
治
療
方
針

の
決
定
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。 

■
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム 

     

昨
年
10
月
、
院
内
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
が
ん
・
AIDS
に

よ
る
痛
み
や
治
療
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛
の
あ
る
患
者
様
が
対
象
で

す
。
チ
ー
ム
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
麻
酔
科
医
師
・
精
神
科
医
師
・
が
ん
専
門
看
護

師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
で
す
。
当
チ
ー
ム
は
各
科
か
ら
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

の
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
の
患
者
様
に
回
診
を
行
い
主
治
医
、
病
棟
看
護
師
と
共
に
治
療
方
法
を
考

え
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
介
入
に
よ
っ
て
多
く
の
患
者
様
の
痛
み
や
苦
痛
症
状
が

緩
和
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
緩
和
ケ
ア
の
質
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

顎
口
腔
科
で
は
顎
骨
に
直
接
人
工
歯
根
（
フ
ィ
ク
ス
チ
ャ
ー
）
を
埋
入
し
て
歯
冠

修
復
を
行
い
、
機
能
回
復
を
得
る
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手

術
は
、
手
術
室
で
全
身
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
安
全
に
行
い
ま
す
。
全
身

的
な
疾
患
を
お
持
ち
の
患
者
様
に
は
、
他
科
と
連
携
し
て
診
察
を
行
い
ま
す
。
特
に

上
顎
の
症
例
で
は
、
耳
鼻
科
医
が
鼻
・
副
鼻
腔
の
診
察
を
併
せ
て
行
う
な
ど
、
連
携

は
万
全
で
す
。
保
険
適
用
外
の
た
め
検
査
等
含
め
て
す
べ
て
自
費
治
療
で
す
。
ご
相

談
の
予
約
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
来
診
察
日
に
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
月
水
金
）
。

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
す
べ
て
の
方
に
適
応
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

詳
細
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
担
当
医
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
■
顎
口
腔
科
で
は
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

 

■
総
合
支
援
相
談
係
を
設
置
し
ま
し
た 

     

本
院
で
は
が
ん
診
療
を
よ
り
効
果
的
に
地
域
の
中
で
行
う
た
め
に
、
総
合

支
援
相
談
係
を
設
置
し
ま
し
た
。
総
合
支
援
相
談
係
で
は
、
患
者
様
や
ご
家

族
が
治
療
に
取
り
組
む
際
に
、
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
不
安
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
個
々
の
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
窓
口
は
専
任
の
看
護

師
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す
。 

 

た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

＊
各
が
ん
の
病
態
、
標
準
的
治
療
方
法
等
、
が
ん
に
係
る
一
般
的
な
医
療

情
報
の
提
供 

＊
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
の
ご
相
談 

＊
患
者
様
の
療
養
上
の
相
談 

＊
本
院
で
提
供
で
き
る
医
療
内
容
に
つ
い
て
の
紹
介 

 

原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
18
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
し
て

半
年
に
な
り
ま
す
が
、
院
内
の
意
思
疎
通
が
非
常
に
円
滑
に
な
っ
て
き
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
脳
外
科
、
泌
尿
器
科
、
小
児
外
科
領
域
の
腫

瘍
も
検
討
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

●治験のお知らせ●  
 

杏林大学病院では、間質性膀胱炎

の治験を実施中です。 

また、多発性嚢胞腎の治験を７月

より実施予定です。 

該当する患者様がおいででした

ら、泌尿器科にご紹介下さい。 

 

杏
林
大
学
医
学
部
の
６
年
次
の
学
生
８７
人
が
５
月
14

日
か
ら
８
週
間
、
国
内
外
６０
以
上
の
病
院
で
ク
リ
ニ
カ
ル

ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

三
鷹
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
本
院
が
共
催
し
て
地

域
の
方
々
に
病
気
の
治
療
や
予
防
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
講
演
会
を
４
月
２７
日
（
金
）
三
鷹
市
公
会
堂
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
本
院
高
齢
医
学
の
鳥
羽
研
教

授
が
、
転
倒
に
よ
る
リ
ス
ク
や
転
倒
事
故
の
予
防
法
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。
今
後
も
脳
神
経
外
科
や
泌
尿
器
科
の
医
師

に
よ
る
講
演
会
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

■
杏
林
大
学
公
開
講
演
会 

杏
林
大
学
で
は
今
年
度
も
本
学

の
特
色
を
活
か
し
て
、
身
近
で
お
役

に
立
つ
よ
う
な
医
療
・
健
康
・
社
会

問
題
・
こ
と
ば
や
文
学
な
ど
を
テ
ー

マ
に
公
開
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
広
報
・
企
画
調
査
室
） 

５－６月の講演会のご案内 
 

 
 

5/26（土）13:30-15:00 

知っておきたい脳卒中のはなし 

6/26（土）13:30-15:00 

いのちのエンジニア：臨床工学技士 
 

 

 

《会場：三鷹キャンパス》 

入場無料・申込不要 

JR
青
梅
線
日
向
和
田
駅
で
心

肺
停
止
に
陥
っ
て
い
た
方
の
人
命

救
助
を
行
っ
た
こ
と
で
、
本
院
Ｃ-

５
病
棟
勤
務
・
林
由
美
看
護
師
に
、

３
月
２９
日
JR
東
日
本
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

■
採
血
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
行 

日
本
臨
床
検
査
標
準
協
議
会
は
、
本
院 

渡
邊
卓
教
授

（
臨
床
検
査
医
学
）
を
中
心
に
標
準
的
採
血
法
の
検
討
を 

行
い
、
昨
年
11
月
に
わ
が
国
初
の
「
標
準
採
血
法
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン･

成
案
」
を
発
行
し
ま
し
た
。 

医
療
従
事
者
の
ほ
か
、
新
入
職
員

や
学
生
の
教
育
に
も
大
変
役
立

つ
内
容
で
す
。
是
非
手
に
取
り
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

●院内コンサート●  
 

桐朋学園大学音楽部のご好意

で、外来ロビーで院内コンサー

トを行っています。 

土曜日の午後、音楽を楽しんで

みませんか。 
 

 

 

2007年日程:いずれも 15:30-16:30 

・ 4月 28日（土） 

・ 7月    7日（土） 

・10月 13日（土） 

・12月 8日（土）


